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Ⅰ．問題・目的

2016 年の教育公務員特例法の改正によって，教育委員会等に校長及び教員としての資質に関

する指標（以下，教員育成指標）を定めることが義務付けられた。このことから，各都道府県

等では，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校の教員（以下，学校園教員）につ

いての育成指標が定められた。しかしながらこの指標は，多くの場合一律に経験年数によって

獲得すべき技能を定めているものであり，教員が最低限持つべき最大公約数的な能力が羅列さ

れているのみである。また，チームとしての学校（チーム学校）が強調される中，本来であれ

ば 1 人の教員がすべての能力を持たなくとも，学校園としてさまざまな能力をもつ教職員がそ

れぞれの能力を活かしあうことで学校園全体としての能力を発揮する方向に向かうべきである

と考えられる。このため，一律に同じ能力を同じ程度に持つ教員を育成することは，チーム学

校の流れとも相容れない。加えて，幼児児童生徒の多様性が増す中，教員も多様に能力を身に

つけていくことが望ましいと考えられる。

これらのことから本調査では，すべての教員が一律に身につけるべき能力を定めるのではな

く，さまざまなタイプの教員がそれぞれの特性に応じて成長するための指標を作成することを

目的とした。具体的には，優れた能力をもつ教員の特徴から項目を作成し，それらの項目に対

して因子分析を行うことで教員の成長指標尺度を作成することを目指した。教員自身が認識す

る優れた教員の記述から項目を作成することで，実態に即した項目の作成を行った。なお，統

計分析には HAD16.051（清水 , 2016）を用いた。

Ⅱ．予備調査―方法

１．調査対象者・調査時期

鳥取大学が 2017 年に開催した教員免許状更新講習必修講習（全 4 回）の各回に参加した教

員 545 名。そのうち調査回答者は 448 名（回収率 82.2%）。
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２．調査方法

講習前にアンケートを配布し，講習後に回収箱に提出を求めた。なお，アンケートの回答は

任意であること，アンケートの回答内容，回答の有無は更新講習の成績とは一切関連しないこ

と，回答内容は個人が特定される形では用いないことをアンケート用紙に明記し，回答をもっ

て調査協力への承諾とした。

３．調査内容

（１）優れた教員の思考または行動の特徴

回答者の周囲にいる高い能力をもつ教員について，1. 教科教育，2. 生徒指導・教育相談，3. 

特別支援，4. 特別活動，5. 集団作り，6. 子どもとの関係作り，7. 保護者対応，8. 教職員間連

携，9. 学校外連携，10. 事務的作業，11. 後進の育成，12. その他の 12 分野のうちから 1 つの

優れた分野の選択を求め，選択した分野に関連する当該教員の行動または思考の特徴について

記述を求めた。2 名分の回答を求めた。

４．回答の分類と項目の作成

得られた記述を 3 名の大学教員で分類し，大カテゴリー12，小カテゴリー25 に分類した。大

カテゴリーごとに 2～12 項目を作成し，計 64 項目を作成した。

Ⅲ．本調査―方法

１．調査対象者・調査時期

鳥取大学が 2018 年に開催した教員免許状更新講習必修講習（全 6 回）の各回に参加した教

員 841 名。そのうち調査回答者は 814 名（回収率 96.8%）。

２．調査方法

講習前にアンケートを配布し，講習後に回収箱に提出を求めた。なお，アンケートの回答は

任意であること，アンケートの回答内容，回答の有無は更新講習の成績とは一切関連しないこ

と，回答内容は個人が特定される形では用いないことをアンケート用紙に明記し，回答をもっ

て調査協力への承諾とした。

３．調査内容

（１）教員の成長指標項目

予備調査で作成した 64 項目に対して，自分自身にどの程度あてはまるのかについて，「1 あ

てはまらない」から「5 あてはまる」までの 5 件法で回答を求めた。

（２）回答者のプロフィール

性別，年齢，勤務年数について，記述で回答を求めた。勤務地域について，鳥取県東部，鳥

取県中部，鳥取県西部，鳥取県外から選択で回答を求めた。勤務先について，幼稚園，認定こ

ども園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，特別支援学校，その他から選択で回答を

求めた。学級担任の有無について，現在学級担任をしている，していないから選択で回答を求

めた上で，している場合には，その学年について記述で回答を求めた。
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Ⅳ．結果

１．分析対象者

勤務先について，その他を選択した者および未記入であった者を以降の分析から除外した。

２．項目分析

全 64 項目間の相関，全体のα係数および各項目削除後のα係数を算出し，他の項目との相関

が極めて低く，削除することで全体のα係数が上昇することが示された 3 項目を以降の分析か

ら除外した。3 項目削除後のα係数は .952 であった。

３．因子分析

因子数の決定のため，各因子数における Minimum Average Partial（MAP）を確認したとこ

ろ，MAP が最小になるのは因子数 6 であった。このため，6 因子を最小の因子数として各因子

数で最尤法，Harris-Kaiser の独立クラスタ―回転を用いた因子分析を行い，それぞれの適合

度を算出したところ，因子数 6 から因子数が増加するごとに CFI が増加し，9 因子において .9

を超える値となった（ .907）。適合度および解釈可能性を鑑み，因子数は 9 とした。9 因子とし

た際の適合度は，CFI=.907，RMSEA=.044，AIC=3818.175，BIC=6062.007 であった。  

9 因子での因子分析の結果を用いて，9 つの下位尺度を作成した。下位尺度作成の際は，いず

れの因子にも .3 以下の負荷を示す項目を除いた上で，各因子に最も大きい負荷を示す項目のう

ち，他の因子に .3 以上の負荷を示さない項目を用いて構成した（Table1, 2）。

２．調査方法

講習前にアンケートを配布し，講習後に回収箱に提出を求めた。なお，アンケートの回答は

任意であること，アンケートの回答内容，回答の有無は更新講習の成績とは一切関連しないこ

と，回答内容は個人が特定される形では用いないことをアンケート用紙に明記し，回答をもっ

て調査協力への承諾とした。

３．調査内容

（１）優れた教員の思考または行動の特徴

回答者の周囲にいる高い能力をもつ教員について，1. 教科教育，2. 生徒指導・教育相談，3. 

特別支援，4. 特別活動，5. 集団作り，6. 子どもとの関係作り，7. 保護者対応，8. 教職員間連

携，9. 学校外連携，10. 事務的作業，11. 後進の育成，12. その他の 12 分野のうちから 1 つの

優れた分野の選択を求め，選択した分野に関連する当該教員の行動または思考の特徴について

記述を求めた。2 名分の回答を求めた。

４．回答の分類と項目の作成

得られた記述を 3 名の大学教員で分類し，大カテゴリー12，小カテゴリー25 に分類した。大

カテゴリーごとに 2～12 項目を作成し，計 64 項目を作成した。

Ⅲ．本調査―方法

１．調査対象者・調査時期

鳥取大学が 2018 年に開催した教員免許状更新講習必修講習（全 6 回）の各回に参加した教

員 841 名。そのうち調査回答者は 814 名（回収率 96.8%）。

２．調査方法

講習前にアンケートを配布し，講習後に回収箱に提出を求めた。なお，アンケートの回答は

任意であること，アンケートの回答内容，回答の有無は更新講習の成績とは一切関連しないこ

と，回答内容は個人が特定される形では用いないことをアンケート用紙に明記し，回答をもっ

て調査協力への承諾とした。

３．調査内容

（１）教員の成長指標項目

予備調査で作成した 64 項目に対して，自分自身にどの程度あてはまるのかについて，「1 あ

てはまらない」から「5 あてはまる」までの 5 件法で回答を求めた。

（２）回答者のプロフィール

性別，年齢，勤務年数について，記述で回答を求めた。勤務地域について，鳥取県東部，鳥

取県中部，鳥取県西部，鳥取県外から選択で回答を求めた。勤務先について，幼稚園，認定こ

ども園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，特別支援学校，その他から選択で回答を

求めた。学級担任の有無について，現在学級担任をしている，していないから選択で回答を求

めた上で，している場合には，その学年について記述で回答を求めた。
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情
を
持
っ
て
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
い
る

.1
28

-.0
41

.1
36

.0
50

.0
48

-.0
50

.5
35

-.0
46

-.0
56

.4
97

43
子
ど
も
自
身
が
選
択
し
た
り
答
え
を
出
し
た
り
す
る
の
を
待
つ
よ
う
に
し
て
い
る

-.2
04

-.1
13

.2
84

.0
28

-.0
93

.2
03

.4
74

.0
96

.0
85

.3
64

34
で
き
る
だ
け
子
ど
も
と
時
間
を
過
ご
そ
う
と
し
て
い
る

.1
83

.1
07

-.0
85

-.0
96

.2
31

.0
01

.4
65

-.0
54

-.0
20

.4
42

1
子
ど
も
の
こ
と
を
よ
く
ほ
め
る

.2
39

.0
78

.0
02

-.0
82

-.0
80

.1
02

.3
90

-.0
13

-.0
09

.3
38

17
特
別
支
援
教
育
に
必
要
な
知
識
を
持
っ
て
い
る

-.0
61

-.0
36

.0
04

.0
21

-.0
24

-.0
47

.0
35

.9
92

-.0
11

.8
64

21
特
別
支
援
教
育
に
必
要
な
技
術
を
持
っ
て
い
る

.0
18

.0
61

-.0
34

-.0
21

-.0
03

-.0
39

.0
15

.8
88

-.0
13

.7
75

16
特
別
支
援
教
育
に
関
し
て
他
の
教
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

.0
44

-.0
18

.0
10

-.0
47

.1
31

.0
16

-.0
84

.7
95

.0
35

.7
41

32
効
率
よ
く
事
務
的
作
業
を
こ
な
す

-.1
09

.0
91

-.0
16

-.0
72

.0
75

.0
16

-.0
56

.0
83

.6
39

.4
25

14
必
要
な
仕
事
と
不
要
な
仕
事
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

.2
02

-.0
97

.1
01

.0
12

-.0
97

.1
51

-.1
98

-.0
99

.6
35

.4
63

31
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

-.0
36

.0
09

-.1
84

.2
06

.1
36

-.1
48

.1
93

.0
04

.6
34

.5
54

残
余
項
目

11
苦
手
な
同
僚
や
上
司
と
も
う
ま
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

.3
93

.0
58

.0
85

.1
85

.2
71

-.3
73

-.1
06

-.1
14

-.1
24

.2
87

12
外
部
専
門
機
関
と
よ
く
連
絡
を
取
っ
て
い
る

.3
75

-.2
03

.0
38

-.0
76

.3
62

.2
89

-.3
05

.0
57

-.0
38

.4
18

18
子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
多
様
性
を
考
慮
し
て
学
習
や
活
動
を
行
っ
て
い
る

.3
60

-.0
83

-.0
98

.4
36

-.1
50

.0
12

.0
83

.2
99

-.0
03

.5
64

19
子
ど
も
同
士
の
連
帯
感
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

-.0
51

.3
97

-.0
54

.3
20

.1
97

-.1
68

.1
86

.1
09

-.1
34

.5
23

22
情
熱
を
も
っ
て
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る

-.2
55

.0
42

-.0
09

.3
27

.1
71

-.0
73

.4
85

.0
90

.0
22

.3
99

24
子
ど
も
を
適
切
に
甘
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

.3
14

.2
01

.1
97

-.4
18

.0
32

-.0
60

.2
84

-.0
36

.1
44

.4
57

25
保
護
者
と
信
頼
関
係
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る

.4
40

.1
21

.4
35

.0
23

.0
36

-.2
27

-.1
64

.0
12

-.0
08

.5
49

36
災
害
後
の
子
ど
も
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

.2
10

.0
47

-.0
83

-.0
08

.2
74

.1
33

-.0
04

.0
39

.0
38

.2
85

37
保
護
者
と
こ
ま
め
に
連
絡
を
取
っ
て
い
る

.4
44

-.1
16

.0
83

.1
64

.3
18

.0
36

-.1
59

-.0
23

-.0
89

.4
55

39
子
ど
も
が
問
題
行
動
を
起
こ
し
た
と
き
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
複
数
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

.0
04

.0
49

.2
80

.1
95

-.1
13

.1
50

-.0
02

.1
20

-.0
45

.3
00

45
外
部
専
門
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
関
が
あ
る
の
か
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

.1
75

-.0
79

.2
25

-.0
67

.1
86

.3
46

-.2
98

.1
97

-.0
37

.4
74

46
保
護
者
の
批
判
を
う
ま
く
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る

.1
01

.2
70

.4
12

.0
71

.1
73

-.0
70

-.3
68

-.0
31

.0
33

.4
57

49
教
員
集
団
を
ま
と
め
た
り
引
っ
張
っ
た
り
す
る

-.1
18

.4
61

.0
23

-.0
02

.4
81

-.0
46

-.2
54

-.0
11

.0
47

.4
93

50
叱
る
前
に
ま
ず
子
ど
も
の
話
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る

.1
10

.0
99

.1
72

-.0
17

-.0
74

.2
07

.2
11

.0
11

-.0
51

.3
16

51
子
ど
も
の
特
性
を
多
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

.2
88

.2
86

.1
68

-.0
47

-.2
15

.2
75

-.0
15

.0
55

.0
11

.4
97

55
子
ど
も
の
心
を
つ
か
む
の
が
得
意
で
あ
る

.2
45

.7
64

-.0
03

-.4
37

.0
41

-.0
81

.1
67

-.0
10

.0
41

.5
84

58
わ
か
り
や
す
い
授
業
や
活
動
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る

-.2
29

.5
75

.1
87

.3
29

-.2
06

.1
15

-.1
24

.0
38

.0
17

.6
09

63
子
ど
も
の
昨
年
の
様
子
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

.0
69

.0
28

.0
64

.0
12

.1
35

.1
92

.0
10

.0
27

.1
06

.2
33

項
目
分
析
の
段
階
で
削
除
し
た
項
目

2
前
例
踏
襲
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い

23
他
校
種
の
こ
と
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
い

29
常
に
批
判
的
に
物
事
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る

38
反
抗
的
な
子
ど
も
へ
の
対
応
は
苦
手
だ

受
容

特
別
支
援
教
育

効
率

Ta
bl

e1
 因
子
分
析
結
果

項
目 No

項
目
内
容

因
子
名

F1
F2

F3
F4

F5
F6

F7
F8

F9
共
通
性

13
１
人
１
人
に
特
性
や
状
況
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
と
接
し
て
い
る

.8
38

-.0
96

-.0
96

.0
61

-.1
72

.1
11

.0
10

.0
12

.0
97

.5
87

8
ど
の
子
ど
も
に
対
し
て
も
、
そ
の
子
の
好
き
な
部
分
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

.6
63

.0
07

-.1
04

.0
40

-.0
39

-.0
33

.1
79

.0
17

-.1
12

.4
70

10
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る

.6
50

.1
99

.0
35

-.0
70

.0
03

-.2
15

.1
26

-.0
98

-.0
34

.5
22

28
子
ど
も
の
特
性
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
る

.6
00

-.1
47

-.0
08

.1
93

-.1
34

.0
06

.1
46

.1
19

.1
05

.5
94

54
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
家
庭
背
景
や
き
ょ
う
だ
い
構
成
を
把
握
し
て
い
る

.4
77

-.0
21

.0
29

-.1
66

.2
02

.1
51

-.0
85

.0
04

.0
38

.3
53

48
子
ど
も
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
る

.0
46

.7
81

-.0
12

-.1
09

.0
54

-.1
68

.0
00

.0
08

.0
03

.4
57

52
教
材
教
具
の
ア
イ
デ
ア
が
豊
富
で
あ
る

-.1
26

.5
91

.0
57

-.1
01

-.0
07

.2
71

-.0
63

.0
78

-.0
65

.4
36

4
子
ど
も
に
興
味
を
持
た
せ
る
授
業
や
活
動
が
で
き
る

.0
68

.5
68

-.1
40

.1
95

-.0
74

.0
17

.0
29

-.0
51

-.0
03

.4
22

64
子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

-.0
35

.5
29

.0
08

.1
23

.0
48

.0
26

.1
80

-.0
23

.0
27

.5
77

7
教
科
に
関
す
る
知
識
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る

-.1
44

.4
83

-.1
06

.2
53

-.0
54

.2
30

-.1
75

-.0
33

.0
08

.4
14

59
保
護
者
の
立
場
に
立
っ
て
保
護
者
と
接
し
て
い
る

-.0
41

-.1
50

.9
13

-.0
79

-.0
47

.0
80

.0
25

-.0
32

.0
40

.6
20

62
保
護
者
の
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

-.1
34

-.0
65

.9
13

.1
30

.0
33

-.0
82

.0
14

-.0
36

-.1
26

.6
43

60
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

.0
52

.1
12

.5
21

-.0
88

-.1
26

.1
14

.2
41

-.0
55

.1
05

.5
86

61
困
っ
た
と
き
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

-.2
03

-.2
75

.4
48

.1
34

.2
88

-.1
05

.1
48

.0
14

-.0
08

.2
52

26
常
に
一
貫
し
た
ル
ー
ル
を
も
と
に
指
導
を
行
っ
て
い
る

.0
80

-.1
36

.0
74

.6
00

.0
46

-.0
88

-.0
08

-.0
58

.1
52

.4
07

30
必
要
な
と
き
に
は
厳
し
く
指
導
が
で
き
る

-.0
95

-.0
20

.0
27

.5
66

.0
72

-.1
10

.0
92

-.1
12

.1
99

.3
86

20
理
解
の
早
い
子
ど
も
に
対
し
て
適
切
な
課
題
を
用
意
し
て
い
る

-.1
10

.1
15

.0
02

.5
50

.0
40

.0
03

.0
36

-.0
18

-.0
61

.3
36

9
子
ど
も
が
説
明
や
学
習
内
容
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
別
の
説
明
や
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

.2
36

.0
57

.0
70

.5
46

-.1
52

-.0
33

-.0
78

-.0
38

-.0
22

.4
14

57
子
ど
も
の
学
習
達
成
度
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る

.0
09

.2
00

.0
39

.3
86

-.0
79

.1
90

-.1
02

.0
34

.0
65

.4
69

6
子
ど
も
の
学
習
達
成
度
を
多
様
な
形
で
評
価
す
る
よ
う
に
し
て
い
る

.2
08

-.0
12

-.1
82

.3
44

.1
22

.1
85

.1
28

-.0
95

-.1
49

.3
16

47
１
人
１
人
の
適
性
や
能
力
に
応
じ
た
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
る

.1
13

.1
50

.0
88

.3
38

-.1
25

.0
99

.0
36

.1
54

-.0
55

.4
71

27
地
域
の
人
と
の
連
携
を
行
っ
て
い
る

-.1
67

-.1
78

.0
09

.0
42

.7
72

.0
42

.1
02

.0
54

.0
37

.4
95

15
学
校
園
の
あ
る
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

-.0
30

-.0
96

-.0
70

-.1
41

.6
93

.0
64

.1
23

.0
57

.0
69

.4
27

44
後
輩
を
育
て
て
い
こ
う
と
意
識
し
て
行
動
し
て
い
る

-.1
37

.2
37

.0
79

-.0
29

.6
37

-.0
66

-.1
00

-.0
49

.0
45

.4
67

3
必
要
な
と
き
に
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る

.0
75

.0
49

-.0
86

.2
90

.5
57

-.1
23

-.2
34

-.0
45

-.0
33

.3
72

42
異
年
齢
の
つ
な
が
り
を
目
指
す
活
動
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る

.0
65

.0
03

-.0
70

-.2
47

.5
54

.0
91

.2
42

.0
13

-.0
20

.3
82

53
学
校
園
内
で
他
職
種
と
の
連
携
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

.0
29

.0
14

-.0
33

-.0
62

.5
07

.1
96

-.0
64

.0
33

-.0
51

.3
52

33
同
僚
の
悩
み
や
相
談
を
よ
く
聞
く

.1
88

.0
23

.1
27

-.0
25

.4
77

-.1
60

-.0
02

-.0
49

.0
17

.3
72

35
学
習
に
関
す
る
効
果
的
な
指
導
方
法
を
他
の
教
員
と
共
有
し
よ
う
と
し
て
い
る

-.1
52

-.1
11

-.0
02

.2
76

.4
47

.0
40

.2
34

-.0
15

-.0
82

.3
17

56
常
に
生
徒
指
導
や
子
ど
も
へ
の
支
援
に
関
す
る
新
し
い
情
報
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る

.1
30

-.1
54

-.0
26

.0
90

.0
88

.7
36

.0
00

-.1
30

-.0
09

.5
54

5
常
に
学
習
指
導
に
関
す
る
新
し
い
情
報
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る

-.0
09

.0
07

-.2
10

.2
50

.1
03

.5
50

.0
95

-.1
54

-.0
86

.4
08

40
自
分
の
校
種
に
限
ら
ず
、
教
育
全
体
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
い

-.2
57

.2
25

.0
71

-.1
56

.0
47

.5
07

.1
35

.0
11

.0
19

.3
22

子
ど
も
理
解

動
機
づ
け

共
感

規
律
と

効
果
的
な

学
習
指
導

連
携

新
規
性
追
求
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